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友

嗚

船

流

し

の

伝

統

ｏ
精

神

を

引

き

継

ぐ

本
年
六
月
九
日
、
二
五
〇
余
年
の
歴
史

を
も
つ
新
屋
鹿
嶋
祭
が
初
夏
の
爽
や
か
な

日
差
し
を
う
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
く

か
ら
近
郷
近
隣
の
大
き
な
祭
り
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
鹿
嶋
祭
は
、
子
供
達
の
健
や

か
な
成
長
と
息
災
安
全
を
祈

っ
て
き
ま
し

た
。
鹿
嶋
祭
は

「鹿
嶋
流
し
」

「鹿
嶋
送

り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
神
社
で
お

祓
い
を
受
け
て
地
元
に
戻
る
と
鹿
嶋
人
形

を
雄
物
川
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
子
供
ら

の

一
年
間
の
厄
を
流
す
と
い
う
祭
の
精
神

が
そ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
河

川
環
境
保
全
か
ら

「鹿
嶋
流
し
」
の
光
景

は
め
つ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

会

員

セ

ロ

名

で

後

世

へ

の

継

承

活

動

新
屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
は
、
参
加
町
内
会

や
鹿
嶋
祭
を
支
え
る
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
と
熱
意
に
支
え
ら
れ
、
発
足
三
年
目
で

七
四
名
の
会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
存
会
は
、
鹿
嶋
祭
の
歴
史
の
調
査
研
究
、

保
存
顕
彰
な
ら
び
に
承
継
者
の
育
成
、
後

世
に
正
し
く
伝
承
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
鹿
嶋
祭
の
各
町
内
鹿

嶋
船
の
写
真
収
集
と
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
、

②
鹿
嶋
祭
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
②
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
広
報
活
動
、
③
鹿
嶋
太
鼓
合

同
講
習
会
と
Ｃ
Ｄ
版
製
作
と
普
及
、
④
ウ

ェ

ス
タ
ー
祭
り
で
の
写
真
資
料
展
、
⑥
講
演

会
な
ど
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地

馘

づ

く

り

夫

付

金

を

治

か

す

事

業

活

動

秋
田
市
か
ら

「地
域
づ
く
り
交
付
金
事

業
」
が
決
定
さ
れ
、

（イ
）
保
存
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
費
、

（
口
）
ポ
ス
タ
ー
製

作
と
配
布
、

（
Ｃ

職
旗
製
作
、

（
一こ

鹿
嶋
の
半
纏
製
作
、

（ホ
）
鹿
嶋
祭
の
唄

と
太
鼓
Ｃ
Ｄ
製
作
を
手
が
け
る
予
算
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

人
月
四
日
、
第
３
固
定
期
総
会
で
は
、

吾繭
会 長    伊藤富美雄 (大川町)

一
年
間
の
総
括
と
活
動
方
針
が
討
議
さ
れ
、

「鹿
嶋
祭
の
今
昔
を
語
る
座
談
会
」

（新

屋
の
名
士
が
鹿
嶋
祭
を
大
い
に
語
る
）
の

開
催
や
ウ

ェ
ス
タ
ー
祭
り
で
の
写
真

・
資

料
等
の
展
示
、
各
町
内
鹿
嶋
船
Ｄ
ｖ
Ｄ
放

映
な
ど
事
業
計
画
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

棋

範

的

は

友

嗚

船

の

制

作

を

棋

未

晨

望

中
期
的
事
業
計
画
で
は
、

「模
範
的
な

鹿
嶋
船
の
製
作
」
を
模
索
、
展
望
し
て
い

ま
す
。
鹿
嶋
祭
保
存
会
製
作
部
を
中
心
に

英
知
と
想
像
力
を
結
集
し
な

が
ら
も
、
製
作
面
で
の
資
金

づ
く
り
、
展
示
場
所
の
確
保

な
ど
課
題
が
山
積
し
ま
す
。

今
後
と
も
鹿
嶋
祭
保
存
会

に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、

鹿
嶋
祭
保
存
会
活
動
に
意
欲

的
な
新
入
会
員
の
加
入
を
お

待
ち
し
ま
す
―

副会長

〃

〃

石澤千秋  (日 吉神社宮司)

富田 漣  (十條団地)
海風敏夫  (下表町)

総 務 (事務局長)藤枝隆博  (大川町)
総 務 (会計)  大塚正一 (緑町)
理 事 (日 吉神社役員理事)赤坂光一、斎藤政雄、鈴

木恭治、山本義臣、 (町内会長及び代表理事)

小島初男 (緑町)、 川田直政 (北新町)、 南

波郁夫 (南新町)、 高橋大和 (関町)、 鈴木

富夫 (愛宕町)、 阿部民樹 (関町後)、 安田

正 (日 の出町)、 金澤國太郎 (比内町)、 岡

田徳美 (沖 田町)、 大倉孝作 (南団地)、 遠

藤一紀 (田尻沢)、 今野周次郎 (高美町)、

高橋昭一 (駅前町)、 高橋伸 (上表町)、 小

玉隆太郎 (中表町)、 高橋勝 (十條団地)、

藤田友好 (市営住宅)、 大塚誠智 (下表町)、

狩野紀男 (大川町)、 佐々木宏治 (笹町)、

監 事 渡邊憲一 (笹町)、 小野良治 (愛宕町)



猟  露

⑨ ・美大は我が町内会

⑤ あらや大川散歩道雪まつり

F脅《斑

海岸防備の衛士が新屋に

文化財級の鹿嶋人形

鹿嶋察保存会で|よ 加入者を募集しています。年会費―□乳

事瞬詰欧癖 賠欧鐵 陪欧証達面膠賠限言謝信部の5… blご題動

―

・
篠獨
・
路銀

当番町内会ご苦労様

西
=F市
民サービスセンター

ウェスヌー祭り|こ鹿嶋祭0
珍aヽ写真0貴重な資料等き展示予定 !

ア0月 77日 (金)～ 73日 (日 )ウェスター2階
鹿鴫祭の古い写真、貴菫な資料なと蔦持ちのがは庇嗚祭

保存会まで情報をお寄せ下さ )。 町内会長人11下 :こまてヽ

「蔀 層 b28-7ル 77肩 :麒盛 Lm熱 端 駿 劃嘩 計 1珈轟
L_________― ―― ―― ―― ―― ――

～～～～～「鹿嗚流ヒ」行手歯米～～～～～
カッコウの声が森に響き、時IIt強い死の日差tが差曖 む唄、新屋の鹿1らさんが行わねる。鹿1%さんは、端午のう,句 、月えたの

6月 5に行わねてきていたが、景逍は六月の第二日曜日に行ってヽ )ます。端午の節句11ガ色のウF句などと並ぶ■つの節句の一つ、日

本の音ヽゝ氏・●・の一つであり、任終天皇の唄より行わねてヽると言わねています。

新この端午の夕,句 11、 こなに4t_竹氏 (イ火口落主)の 1日領迪の友戌果の庇嗚神官 (御祭神 !タケミカヅチノカミ!尚式のイヤ!)

を崇める庇1%(言 /rFが結ダつ マ`独特の形になってヽます。1/_竹氏の入部後この形になったときわれます。時イベによって祭の仕オ、行

子の形に′夕の炎イヒ11あっても、鹿女らさん11常う,句 、露踏み、庇嗚祭の二部に分けるこコ 出ヾ来ます。

《常節句》                                ,
子どもとが銭湯 (凰 a)に入り、首蒲湯で身を清める。邪気を祓うそ味で、軒先|モヨモギ、首蒲を衛り、泉毎に鹿嗚人Л月神の

ノ|｀旗を立てる。鯉のばりを上げ、家の中で11床の間のギトけ軸を鐘危様に換える。

子と
。
もらが、争作りの鹿山ら人形に書ききや力好をお供えに、お灯J月を灯 tオ台手を打ってき災を祈ろ。

やがて守節句のお膳|〔つく。若造丼棒■で身を清め、ヨモギ洒で不老長寿を行り、ヨモギの客で尼災除けの額をギHすささやかな

団薬の中に子供の成長lをれヽ`、祈る。

Pヅギ□

「
鹿嶋船町内舎応ё3だ」クイズ

上記の①～⑨までの「見返り人形」をみて、どこの鹿嶋船

かわかりますか ?ヒ ント (写真内文字)を参考に、わかつた
方は官製はがきで番号と町内会名を記載して応募して下さい。

鹿嶋祭保存会からもれなく記念品を差し上げます。応募方法

(締切は 10月 下旬)
官製はがきを使用して、「①=○〇〇町内会」と記入して、

①～⑨まで当てて下さいね !宛先 秋田市新屋大り|1町内86
_藤枝隆博■で ご住所、お名前、電話番号をお忘れなく !


